
第５回 災害リハビリテーション研修会
＠オンライン

災害時にリハ専門職は何ができる？
～佐賀JRAT災害支援について～

令和6年能登半島地震の発災。能登半島地震に対して1月～4月にかけて、全国の地域JRATから
6,000人近い活動員が派遣されました。佐賀JRATにおいても、多くの方々、施設の支え・協力に
より９人の隊員を派遣し支援活動を行えました。
今回は、佐賀豪雨災害や能登半島地震における佐賀JRATの災害支援報告を行います。災害時に

リハ専門職は何ができるのか？どのように貢献できるのか？
災害リハの話を初めて聞く方大歓迎です。皆さんで、できる支援について考えてみましょう。

ぜひ、多くの方の参加をお待ちしております。

一般社団法人 佐賀県リハビリテーション3団体協議会 災害対策局

対象

佐賀JRAT 佐賀災害リハビリテーション推進協議会 ／ 佐賀リハビリテーション研究会

災害リハビリテーションに興味・関心のある方

参加費 無料（事前申し込みが必要です）

プログラム １．「佐賀豪雨災害～能登半島地震における現地活動支援報告」
片渕 宏輔 ／ 佐賀県医療センター好生館 理学療法士

２．「能登半島地震におけるRRTとしての活動支援報告」
青野 翔 ／ 佐賀大学医学部附属病院 作業療法士

３．「能登半島地震におけるロジスティクス活動支援報告」
川田 浩司 ／ 特定医療法人静便堂 白石共立病院 理学療法士

４．「災害支援に係る人材育成について」
前田 憲志 ／ 医療法人清心会 服巻医院 作業療法士

申し込みは↑
8月2７日（火）まで



◆注意事項
・研修会当日のZoomのミーティングIDやパスコードなどは
８/３０（金）までに申し込み時にご登録頂いたアドレスに送信致します。
メールの配信はt.kuma@ryokuseikan.ac.jpより配信致しますので、
メールでの受信が可能になるよう設定をお願い致します。

・参加のIDやパスコードは参加者以外の目に触れないよう厳重に管理してください
（メール転送やSNSなどへの投稿はご遠慮ください）。

・研修会で使用するインターネットに接続できる端末（パソコン、スマホ、タブレット）に
Zoomアプリをダウンロードしてください。また、Zoomクライアントは最新バージョンに
アップデートをしてからご参加ください。

・入室後は、マイクをミュートにしていただき、開始までしばらくお待ちください。

ご不明な点がありましたら下記までお問い合せ下さい。

「問い合わせ先」
佐賀県リハビリテーション3団体協議会

災害対策局 担当：熊谷 隆史
E-mail：t.kuma@ryokuseikan.ac.jp

※申込先：Google Formでの受付になります
（締め切り８月27日（火）まで）。
以下URLもしくは以下のQRコードより、お申し込みください。
https://forms.gle/7iH8vN4zyN8FvWNs5

◆本研修会に係るポイント付与について
①佐賀県災害リハビリテーション支援チーム員（佐賀JRAT）登録に関わる履修ポイント
⇒２０ポイントが付与されます。

②理学療法士
・登録理学療法士更新のためのポイント「1.5 ポイント」（カリキュラムコード 31 災害時の理学療法）
・認定/専門理学療法士更新に関わる点数「1.5点」
③作業療法士
日本作業療法士 協会生涯教育ポイント（SIG認定：１ポイント）

④言語聴覚士
日本言語聴覚士 生涯学習システム １ポイント
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